
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義内容 

〇県内のマングローブ種類(7 種)が紹介された。 

〇過去に米軍が撮影した大浦のﾏﾝｸﾞﾛｰﾌﾞ林や土地改良工事前の大浦のﾏﾝｸﾞﾛｰﾌﾞ林が紹介された。 

〇マングローブ林を観光資源として維持するために消滅した箇所は植栽する必要がある。 

〇億首川のヒルギモドキのまわりの刈りだしが実施された。 

〇漫湖のマングローブ林の伐採後に海水は入るようになったが鳥類が増加したどうかわからない。 

〇屋我地島済井出のヒルギダマシは羽地内海全域にその分布を広げている。 

 

 質問 

〇マングローブ林の浄化作用については  答え 広い意味で浄化作用はある。 

〇県外のマングローブ林はどこまで分布するのか 答え 静岡県南伊豆町青野川河口 

 

静岡県在の松田さんから提供 
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第 8 回ステップアップマングローブ講座 

日時 2019 年 6 月 5 日(水)13 時から 16 時 30 分 

場所 わんさか大浦パーク室内講義 2 時間野外 1 時間 30 分 

講師 中須賀常雄会長 

2019 年 6 月号 

沖縄国際マングローブ協会ニュース 

発行責任者 

連絡先 上野和昌 

090-8292-16900 

〇2019 年度のｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾏﾝｸﾞﾛｰﾌﾞ講座は 15 名の参加で行われました。次年度は億首川で実施

してほしいとの要望が出されたことを報告しました。 

〇オキナムブックレットも NO3 が発行されました。会員には配本されました。 


